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まちの話題まちの話題※撮影時は感染症対策を万全にし、一時的にマスクを外しています。

㈱博進紙器製作所（丸井宏之会長）から、企業版ふ
るさと納税を活用して1,000万円を寄附していただ
きました。
同社からは昨年も同額の寄附をいただいており、市
内の小中学校への電子黒板の導入など、子どもたちの
教育環境の充実のために活用させていただきました。
「工場を構える地元の未来に貢献できれば」と丸井
会長。今年度の寄附は、子育て支援関係経費への活用
などを検討しています。

県内各地で行われた茨城県大会を勝ち抜いた石岡第
一高校の弓道部・ウエイトリフティング部の選手が、
全国高校総合体育大会（インターハイ）出場しました。
７月13日に市役所を訪れた際には、意気込みを話
す選手たちへ、谷島市長もエールを送りました。
【主な成績】
ウエイトリフティング競技大会（８月 10～ 13日）
女子 71㎏級　第２位　山村美

み づ き

月
女子+76㎏級　第３位　松本彩

あや

７月１日、県の代表としてバドミントン全国大会
に出場する、市内の小学生が市役所を訪れました。
この日訪れた４選手は、11月６日（土）・７日（日）
に埼玉県さいたま市で開催される「ABCジュニア
バドミントンフェスティバル INさいたま」に出場
します。
それぞれの目標や意気込みを語る選手たちに、谷
島市長は「全国の舞台を楽しみ、それぞれの目標に
向かって頑張ってください」とエールを送りました。
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▲全国大会に出場する（写真左から）長谷川純
す み と

斗さん、長谷川惟
ゆ い と

斗
さん、冨田千

ち は る

晴さん、前野和
な ご み

実さんと谷島市長。

▲（写真左から）㈱博進紙器製作所 常務取締役 丸井宏
ひろのり

徳様、谷島市
長、代表取締役会長兼社長 丸井宏

ひろゆき

之様、専務取締役 丸井康
やすたか

敬様

▲谷島市長を囲んで活躍を誓う弓道部（写真左側６名）とウエイト
リフティング部（写真右側６名）の選手たち。
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７月 27日、市立国府中学校を拠点に活動してい
る石岡壮空会（渡辺昇代表）で空手を習う、小学１
年生から高校３年生までの 15人が、各カテゴリで
の全国大会出場を報告するために、谷島市長のもと
を訪れ、それぞれに意気込みを話しました。

７月29日、市内小中学校の管理職を対象とした働
き方改革研修が、実施されました。新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、校長は八郷総合支所で、
教頭はzoomで参加という、リアルとオンラインで
のハイブリット開催。
各学校では、日頃から、教職員の長時間労働を改
善し、質の高い授業が行えるよう、働き方改革に取
り組んでいます。子ども達の輝く未来のため、先生
方のワークライフバランスの実現が必要なのです。

市消防本部では、７月３日に発生した『静岡県熱海
市土石流災害』での人命救助にあたるため、７月24
日から26日までの３日間、４名の隊員を派遣しました。
緊急消防援助隊茨城県隊の一員として活動した隊員
は、帰庁後の７月30日、市役所本庁舎で谷島市長と
田所副市長への活動報告を行いました。被災地の現状
や捜索活動の詳細について報告を受けた市長は、隊員
の活動を労うとともに「市民を守る立場として、この
経験を生かしていってほしい」と話しました。

全国大会での活躍を誓う

教育現場の環境改善に向けて

熱海市の土砂災害現場で救助活動

空手道全国大会に出場する
15選手が市長を表敬訪問

市教育委員会主催の
働き方改革研修を実施

市消防本部の隊員を
緊急消防援助隊員として派遣

▲グループでのワークショップを取り入れた研修。講師は㈱ワーク・
ライフバランスの大塚万紀子先生。働き方改革の必要性を、ご自身
の経験や現在の社会情勢を交えてわかりやすく説明されました。

▲谷島市長と田所副市長に帰庁を報告する消防隊員。連日 30 度を
越える過酷な環境下で、要救助者の捜索活動を行いました。

【主な成績】
第29回全国中学生空手道選手権大会（８月20～22日）
女子団体組手
第３位　国府中（甲花

か の ん

乃音、大橋心
こ こ ね

音、奥谷真
ま こ

恋）

第19回全国少年少女空手道選手権大会（８月28・29日）
６年生男子個人組手
第３位　澤畑壮

たける

（府中小）


